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●良い見本市はないのか…
トレンド情報の収集に適切な展示会や見

本市が、ミカム以外にどこかあるでしょうか。
ヨーロッパの展示会に出展したいのです

が、お勧めのところがありますか。
こんな質問を受ける機会が増えている。

見本市や合同展示会は、取引だけでなく情
報発信の役割も果たしているが、来場、出
展の両方で質問があるということは、情報、
取引の両面で十分な役割を果たす存在が見
付けにくくなっているということだ。

その理由が、マーケット構造の変化にあ
ることは、このレポートで何回か書いてい
るが、要するにセレクトショップを含めた
品揃え型小売店の減少。セレクトショップ
の代名詞のような存在だったパリのコレッ
トさえ、昨年末に閉店した。そしてこの
状況を裏返すと、 PB（プライベートブラン
ド）によるワンブランドショップの増加だ。

つまり品揃え店は、多数の商品やブラン
ドを見比べ、自店の方針にあったものを選
んで仕入れ、マーチャンダイジングを組
み立てる。その行為を行う場が、たくさん
の商品、ブランドが集積された見本市や合
同展だが、その行為を必要とする店が減っ
ているのであるから見本市の来場者は減少
する。来場者が少なくなると、出展者は出
展目的を果たしにくくなり、出展中止を誘
発する。そして出展中止を決めるのは、ま
ず確固とした取引先を持っている有力メー

カーや著名ブランド。こうしたメーカーや
ブランドはトレンドの決定に対して影響力
を持っているのが常だが、その存在がいな
くなると、見本市の情報発信力は弱まる。
すると来場者の来場の意味は弱まる。一方
出展者側も、来場者を吸引するパワーが落
ちている見本市は、取引の場という機能の
低下を意味し、出展する意味が薄らぐ。

冒頭の質問は、こうした構図がシビアな
現実となっていることを表している。

では、質問に何と答えるか。
来場の面で挙げたいのは、ギャラリー

シューズだ。独・デュッセルドルフで開催
が始まった、昨年２月に長い歴史に終止符
を打ったGDSの後継見本市だ。2018春夏の
レポートでも紹介した。

●独・ギャラリーシューズの評価
実際に訪れていないことを断った上で理

由を書くと、 “SHOES＆ACCESSORIES”
と謳っているが大半が靴であり、靴専門見
本市であること。品揃え小売店の減少は、
靴専門店の減少に通じており、靴専門見本
市は、主要都市で開催されているものでは、
ミカム、それと米・ラスベガスのFNプラッ
トフォーム、それにギャラリーシューズし
かない。

第二は、来場者が初回の9000人から２回
目の2018年秋冬向けは9800人へと増えたこと。

第三は、出展者。数は、初回も、２回目も、
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公式発表は500ブランドなのだが、注目し
たいのは、その顔触れだ。初回の出展ブラ
ンドリストを見た時から気になっていたの
だが、GDSには出展していなかったファッ
ション系ブランドが散見され、２回目は、
その数が増えた。要因は、オーガナイザー
が見本市会社のメッセ・デュッセルドルフ
から、同社子会社でファッション合同展を
開催して来たイゲド（IGEDO）に変わり、
展示形式がパッケージブース主体に変わっ
たことだ。パッケージブースは、10平米程
度の決まった広さにテーブルや椅子をパッ
ケージした、いわば宛てがい扶持のブース
だが、出展しやすいというメリットがある。
また宛てがい扶持ゆえに、すべてオープン
ブースであり、来場者は見やすい。こうし
たことが、試しに出展してみるかという気
安さを醸し、ファッション系ブランドの出
展を引き出したのではないだろうか。

逆にGDSの主体だった多ブランド、もし
くは幅広いラインナップのドイツの大規模
メーカーは、パッケージブースではその規
模をアピールできないが、複数のパッケー
ジブースを繋いで独自ブース的な演出をす
ることによってデメリットを解消し出展し
ている。これには、GDSと同様にドイツ靴・
皮革製品工業会（HDS/L）がギャラリー
シューズ開催をサポートしていることの影
響もあると思われる。

またゾーニングは〈プレミアム〉〈コンテンポ
ラリー〉〈アーバン〉〈コンフォート〉〈キッズ〉〈ア
クセサリー〉の６ゾーンにセグメントされ
ている。

日本からの来場は非常に少ないが、「す
べてオープンブースで非常に見やすい。ミ
カムに行く必要がないくらいだ」（某靴専
門店）という声もある。

また出展の面では、GDSがなくなって以
降、ドイツには出展していないミカムの出
展者に聞くと「次回から出展の予定」とい
う声がいくつか聞かれた。

ただし、問題点の指摘も。それは会期で
あり、特に秋冬物展だ。2018秋冬向けのギャ
ラリーシューズは、３月11〜13日に開催さ
れたが、ミカムは２月11〜14日、パリの一
連の展示会は３月１〜４日がメイン。遅い
のだ。これは、来場を検討している日本の
業者からも聞かれる声だ。

●ロシアからの来場が22％増
しかし依然として出展、来場の両面で、

ヨーロッパ靴見本市の主役は、ミカムだ。
2018秋冬向けは、前記の通り、２月11〜

14日の４日間開催されたが、出展者は1364
社。そのうち海外からの出展が603社。来
場者は、４万4277人と発表された。

いずれも前年同期比には触れていないが、

ギャラリーシューズ（プレスフォトより）

ミカムのファッションスクエア 
　　　　　　（プレスフォトより）
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来場者の内訳は、60％が海外からであり、
国別ではロシアが22％増、ウクライナが
７％増、 EU圏内ではドイツが９％増、フ
ランスは前年並と言えるが数字として１％
の増加が見られたとしている。

国別の伸び率を見ると、たいそう盛況な
印象を受けるが、実際は、日本人来場者に
会うと「静かだね」「人が少ない」が挨拶
代わりといった状況だった。

出展の面でも、1300を上回る出展社数は
群を抜いているが、会場を歩いてみると、
仕切りの向こうは空きスペースというホー
ルも見受けられ、ファッションスクエア
にはブティックのような設

しつら

えで「フェラガ
モ」や「プラダ」といったラグジュアリー
ブランドが並んでいるのだが、そこからト
レンド情報が得られるかと言うと、全くそ
うではない。再び冒頭の一文に戻ると「ミ

カム以外で」とは、ミカムだけではトレン
ド情報の収集が十分できないことを意味し
ている。

ではイタリア靴産業は、どんな状況なのか。
【表１】は「Confindustria Moda」リサー

チセンターによる2017年靴産業に関する予
測 値 だ。「Confindustria Moda」 は“ モ ー
ド産業連盟”とでも言おうか、テキスタ
イル、ファッション（衣料）、靴、バッグ、
眼鏡などのアクセサリー、また皮革とモー
ド関連団体の統合組織。昨年、設立された。

それで2017年は、生産、輸出の金額、数
量ともに伸び率は数パーセントのプラスとなっ
ており、イタリア靴産業は、堅調と言える。

堅調の要因は、【表２】の輸出上位国の
データを見ると、明らかになる。輸出国トッ
プは、変わりなくフランスだが、伸び率トッ
プはロシア。金額20.0％、数量28.4％のい

ずれも増と大幅な伸び
を見せている。ウクラ
イナ問題で一時は30％
以上落ち込んだ対ロシ
ア輸出が完全に回復し
て来ているのだ。前記
の来場状況も、それを
表しており、堅調の主
因は、ロシア向けの復

【表1】 2017年のイタリア靴産業

2016年 2017年（予測値） 前年比
金額（100万€） 7,550.19 7,748.45 +2.6%
数量（100万足） 187.6 189.5 +1.0%
金額（100万€） 8,884.01 9,196.18 +3.5%
数量（100万足） 205.9 208.6 +1.3%
金額（100万€） 4,700.41 4,671.32 -0.6%
数量（100万足） 336.0 335.3 -0.2%

4,839 4,708 -2.7%
76,744 76,600 -0.2%

データ出所：Confindustria Moda Research Center
※2017年生産は加盟メンバー調査結果に基づく予測値
※2017年輸出・輸入はISTAT（イタリア国家統計局）データに基づく推定値

生産

輸出

輸入

工場数（社）
雇用者数（人）

【表2】 イタリア2017年輸出国別ランキング

金額（100万€） 数量（1000足） 平均単価（€） 金額 数量 平均単価
1)フランス 1,137.68 31,089 36.59 +1.7% +1.1% +0.6%
2)スイス 1,001.43 11,807 84.82 +19.7% +8.2% +10.7%
3)ドイツ 863.31 29,445 29.32 +2.5% -2.3% +4.9%
4)米国 764.50 12,024 63.58 -4.8% +5.5% -9.7%
5)英国 496.40 10,646 46.63 +2.3% -5.0% +7.7%
6)ロシア 336.25 5,750 58.48 +20.0% +28.4% -6.5%
7)香港 297.61 1,913 155.57 -6.5% -10.3% +4.2%
8)スペイン 289.79 10,022 28.92 +4.5% +10.7% -5.6%
9)ベルギー 209.77 5,199 40.35 +1.8% -2.4% +4.3%
10)オランダ 204.56 6,177 33.11 -8.7% -7.5% -1.2%
11)中国 196.88 1,640 120.02 +1.6% +10.4% -8.0%
12)日本 170.20 2,143 79.43 -6.5% -10.5% +4.4%
…
合計 7,778.60 180,621 43.07 +3.3% +1.5% +1.8%

データ出所：ISTATデータに基づく Confindustria Moda Research Center による推計値

2017年1〜10月 前年同期比％
順位（金額）
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調にあると思われる。

●日欧EPAは認識されているか
またスイスの伸びも気になるところだ。

過去のデータを当たると、2014年以降、急
速に輸出国ランキングを上げており、2017
年はついに２位となった。スイスは自由貿
易システムを構築しており、貿易はスイ
ス経済の重要な柱となっているとのことだ
が、「Confindustria Moda」 による分析は、
スイスの大幅な伸びに触れ「スイスはメ
ジャーなファッショングループにとってロ
ジスティックの重要なプラットフォームで
ある」としている。日本はスイスとEPA（経
済連携協定）を締結済みであり、2009年９
月１日に発効しているが、日本の靴が、ス
イスのこうした特性を活かせる日が来るの
だろうか。

そしてEPAと言えば、2019年４月発効を
目指す日欧EPAだ。発効になると、TQ（関
税割当）対象革靴のEU側輸入関税は、一
部を除き発効と同時に即時撤廃。日本は毎
年一定の割合で税率を下げ発効から11年目
に輸入関税ゼロとする。またTQ枠も実質
的に必要なくなる。イタリアは、金額で見
ると革靴輸入国トップ。２月に開催された
「モーダ・イタリア＆シューズ・フロム・
イタリー」展記者会見では、発効後の対日
輸出増への期待が語られた。

一般のメーカーがどんな認識を持ってい
るのかと、ミカムの出展者に聞いたが、イ
タリア・メーカーは、概して“それ、なあ
に？”といった反応。しかし某日本人バイ
ヤーによると、スペイン・メーカーは全く
違ったと言う。「日本の革靴輸入関税が撤
廃されると聞いた。エージェント契約を結
びたい」というメーカーが相次いだとのこ
と。スペイン靴工業会のインフォメーショ
ンが行き届いているようだ。

【表２】に戻ると、日本は輸出国ランキ
ング12位。金額、数量共に前年より落ちて
いる。日欧EPAが発効されると、この数字
がどう動くのか。注目しなければならない。

■2018年秋冬シューズトレンド■
では、2018年秋冬の靴の傾向を婦人靴を

中心に見て行こう。
ミカムの求心力は相対的に落ちているの

は事実だが、トレンドの把握においては、
ミカムは欠かせない。今回は、トレンドが
見えにくかったが、手繰り寄せると、以下
のような傾向にまとめられそうだ。

●1980年代的パンプス＆ブーティ
前シーズンの春夏は、スクエアトウの台

頭が見られ、それは1960年代風のデザイン
を纏っていたが、それに代わってトップラ
インの深いパンプスが特徴的だった。春
夏に見られたVカットのスリングバック・
サンダルやミュールに通じていると思われ
るが、パンプスになった分、靴型のフォル
ムがくっきりと出ている。そのフォルムは、
トウはポインテッドだが、靴型はボール部
他に肉を盛っており造形的。1980年代初頭
に見られたスタイルだ。

そしてブーツの新傾向も、1980年代に結
びつけられそうだ。依然、ショートブー
ツが主役だが、筒丈が短くなり、ブーティ

1980年代的靴型のカッターシューズ
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と呼んでいいスタイルに移行している。ま
た新スタイルの中には、トップラインを
シャーリング、あるいはドローストリング
風に仕立てたものもある。ヒールは、７㎝
以上の高寸が中心だが、コーンヒール風の
フォルムも登場している。

●黒とウインター・ホワイト
昨秋冬、続く今春夏と色への期待が提出

されたにも関わらず、一転して黒が主流に。
これも1980年代に通じている。80年代初頭、
国内では“カラス族”と言われたファッショ
ンが注目されたが、黒一色を纏っていたか
ら。また同じ頃にミニマリズムが台頭した
が、ここでも黒は、そのテイストを表現す
るための重要な色だった。

その一方で黒の対局にある白が、確実に

トレンドとして意識されている。3、4年前
にウインター・ホワイトがもてはやされた
が、それが戻って来た感じだ。

その他の色は、ワイン、グレー、ライト
ブラウン、またこげ茶もしくは赤茶系の濃
いブラウンが挙げられる。

素材についても触れておくと、牛スムー
ス、スエード、ポイント素材としては、毛
足物。中でもラムのように毛並みに変化の
あるもの、シャギーのような毛足の長いも
の。そして、やはりストレッチを挙げなけ
ればならない。

●ニーハイとソックスブーツ
なぜ“やはり”なのかと言えば、ストレッ

チはニーハイブーツ、それにソックスブー
ツ、特に後者には欠かせない素材だからだ。

トップラインのシャーリングが特徴的 ファーは素材トレンドの一つ

ブーティのようなショートブーツ コーンヒールのようなヒールに注目
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ニーハイがトレンド最前線に登場してか
ら2018年秋冬で４、ないしは３シーズン目、
ソックスブーツは、昨秋冬のことだ。

ニーハイは大抵のブースに１、もしくは
数点展示されているが、ソックスブーツ
は、登場してから浅いだけにまだまだ少な
い。ブーツがヒットすれば市場が活性化す
るが、取り組みは全体に及び腰的だ。

ストレッチは革である必要はなく、むし

ろテキスタイルが向いている。従って廉価
で量産できる。及び腰の理由は、ここにあ
る。事実、昨シーズン、某ファストファッ
ション系ブランドが4000円を切る小売価格
で商品化し売れた。つまり、廉価商品に食
われることを恐れているのだ。さらに芳し
くない市場が追い打ちを掛ける。リスクを
冒すより実績商品で手堅くという仕入れ姿
勢が、ストレッチブーツに手を出させなく
しているようだ。

また昨シーズン、ジョッキータイプなど
のオーソドックスな革製ロングブーツが足
りなかったという声も聞かれた。消費者
からすると、長らくロングブーツを購入し
ておらず、そろそろ新調したい。つまり買
い換え需要と見られているが、追加発注が
ままならず売上げとして吸収できていない。
2018年秋冬は、リスクを冒して積めるか否
かがポイントになりそうだ。

●全自動生産が予見する近未来の靴
次にスニーカーだが、スポーツシューズ

の世界では、ニット素材アッパーが定番に
なりつつある。ニットなので足編みが可
能であり、縫製が不要。つまり最も人手が
掛かる製甲作業がいらない。またソール
は、３Dプリンターで作れる。一般的に入
手しやすい３Dプリンターは、プリンティ
ングにかなりの時間を要するが、スポーツ
シューズ・メーカーが生産に導入している
３Dプリンターは、使用する素材やプリン
ティング方式が異なり、精密、かつ高速が
可能のようだ。

つまり、スポーツシューズ業界では、製
造革新が起こっている。それを象徴するの
が、ドイツの世界的スポーツシューズ・
メーカーが開いた、３Dプリンターに代表
されるデジタル技術を駆使した全自動生産
工場だ。スポーツシューズの生産は、ベト

ソックスブーツ

革製のニーハイブーツ
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ナムや中国などの低コスト産地の工場に製
造委託するサプライチェーンによっている
が、全自動生産はサプライチェーンによら
ない生産、突き詰めると地産地消を可能に
し、さらにはマス・カスタマイゼーション
を実現する。

とすれば、近い将来、日常的に着用する
靴は、全自動生産のスポーツシューズ的な
靴、つまりはスニーカーに置き換わって行
く可能性は十分にある。

売れ行きに陰りが見え始めていると言わ
れるが、2018年秋冬においても、スニーカー
は欠かせない存在だ。スニーカーのヒット
は、70年代後半〜80年代初めのジョギング
シューズ、90年代前半のエアマックス、そ
して近年は３回目のブレイクとなり、第三
次スニーカーブームとも言える。しかし、
前述したような製造革新とそれがもたらす
変化を考えると、いつかは去るブームとし
て捉えてはならないだろう。

ミカムにおけるスニーカーは、革製アッ
パーにカップソールが主流。デザインの
味付けは、フロントの一部、またカウン
ター部などに毛足物素材をあしらう。また
ネイティブアメリカンの民族衣装に見られ
るディテール、例えばモカ縫いやアクセサ
リーをあしらうといった手法が、新しく出
て来ている。

●アウトドアとウエスタン
ネイティブアメリカンに繋がるような傾

向は、メンズを中心としたカジュアル全般
にも見られる。端的に言うと、アウトドア
シューズとウエスタンブーツだ。

ファッションデザイナーの2018秋冬メン
ズ・コレクションを見ると、パーカーにネ
ルシャツ、その上にダウンジャケット、あ
るいはミリタリーや防寒要素の高いコート
を重ね着するといったコーディネーション
が見られる。これは、地球環境の悪化、ま
た社会的、政治的にも不穏な状況がある中
での一種のサバイバルウエアの提案、また
1990年代のカジュアルシーンを意識してい
るとも解釈できそうだ。後者の解釈に立
つと、1990年前後にショートウエスタンが
ヒットしたこともあり、今後、レディスを
含め台頭してくる可能性もある。

ネイティブアメリカン調アクセサリーをあし
らったハイカット・スニーカー

完成度の高いトレッキングブーツ

ウエスタンへの意識を感じさせるブーツ
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